男女間賃金差異の公表

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づき、当法人における男女間賃金差異を公表します。

1．男女間賃金差異
区分	男女間賃金差異
（男性の賃金に対する女性の賃金の割合）
全労働者　68.5％
正規雇用労働者　68.5％
パート・有期雇用労働者　※男性労働者なし

2．対象期間
令和7年事業年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

3．算定方法等
男女間賃金差異は、女性労働者の平均年間賃金を男性労働者の平均年間賃金で除して算出。
男女間賃金差異 ＝ 女性の平均年間賃金 ÷ 男性の平均年間賃金 × 100
なお、賃金には基本給、諸手当、賞与等を含み、夜勤手当については算定対象から除外しています。

4．補足説明
当法人における男女間賃金差異については、職種、職位、勤続年数等の男女構成の違いが影響しています。
特に、医師など給与水準の高い職種において男女の構成比に違いがあることから、全労働者を対象とした男女間賃金差異の算定において、男性の平均年間賃金が高くなる傾向があります。
この数値は、男女が同一の職種・職位で勤務した場合の賃金差を直接示すものではなく、職種・職位等の構成の違いを含めた全体の賃金水準を比較したものです。



公表日：令和8年6月1日
